
会員の皆さまの意見を適正に反映するための開かれた制度です。

（1）

（2）

（3）

信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、会員一人ひとりの意見を最大の価値とする協同組織
金融機関です。したがって、会員は出資口数に関係なく、一人一票の議決権を持ち、総会を通じて信用金庫の経営に参加す
ることになります。当金庫では、会員の総意を適正に反映し、充実した審議を確保するため、総会に代えて総代会制度を採
用しております。
総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事項を決議する最高意思決定機関です。したがって、総代
会は、総会と同様に、会員一人ひとりの意見が当金庫の経営に反映されるよう、会員の中から適正な手続きにより選任され
た総代によって運営されます。
当金庫では、総代会に限定することなく、日常の事業活動を通じて、総代や会員とのコミュニケーションを大切にし、様々
な経営改善に取り組んでおります。

総代会について1

（1）
（2）
（3）

当金庫の会員である方。
当金庫の良き理解者である方。
総代として相応しい見識を有し、正しい判断ができる方。

（4）
（5）
（6）

人格者であり、当金庫の発展にご協力いただける方。
地域における信望が厚い方。
就任時点で75歳未満である方。

総代候補者の選考基準2

（1）

（2）

（3）

総代の任期・定数
・総代の任期は3年です。
・総代定数は、100人以上200人以下で、会員数に応じて
各選任区域ごとに定められております。なお、2022年3
月31日現在の総代数は178人で、会員数は81,187人
です。
総代の選任方法
総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に
反映する重要な役割を担っております。
総代の選考は、総代候補者選考基準に基づき、次の3つの
手続きを経て選任されます。
①総代会の決議により、会員の中から総代候補者選考委
員を選任します。

②選考委員会を開催のうえ、総代候補者選考委員が総代
候補者を選考します。

③その総代候補者を会員が信任します（異議があれば申
し立てる）。
総代の定年制
総代会の一層の機能向上と活性化、世代交代の促進など
を目的として、総代定年制を導入しております。
・総代の定年は満75歳到達日とします。ただし、任期中に
あっては直近に到来する任期満了日までといたします。
　

任期・定数・選任方法等3
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＜総代が選任されるまでの手続きについて＞

当該総代候補者が選任区域の
総代定数の1/2未満

ⓐ,ⓑいずれか選択

ⓐ,ⓑ,ⓓいずれか選択

ⓒ,ⓓいずれか選択

＜1＞
総代候補者
選考委員の
選任

＜2＞
総代候補者
の選考

＜3＞
総代の選任

（左記＜2＞以下の手続きを経て）

選考委員の氏名を店頭に掲示

地区を4区の選任区域に分け、
各選任区域ごとに総代の定数を定める

③総代候補者の氏名を1週間以上店頭に掲示

④上記掲示について北海道新聞に公告

①選考委員が総代候補者を選考

②理事長に報告

＜異議申出期間（公告後2週間以内）＞ 理事長は総代を委嘱 総代の氏名を店頭に1週間以上掲示

ⓐ他の候補者を選考

ⓒ他の候補者を選考 ⓓ欠員（選考を行わない）

選任区域の会員による投票

有効投票の過半数の賛成 有効投票の過半数の賛成なし

ⓑ当該総代を再度
候補者として選考

当該総代候補者が選任区域の
総代定数の1/2以上

・会員から異議がない場合
　　　　又は
・選任区域の会員数の1/3未満の会員から異
議の申出があった総代候補者

・選任区域の会員数の1/3以上の会員から異議の申出が
あった総代候補者

当該総代候補者が選任区
域の総代定数の1/2以上

当該総代候補者が選任区
域の総代定数の1/2未満

総代会の決議により、選任区域ごとに会員のうちから選考委員を委嘱

総代

ー 総代会 ー

ー 会　員 ー

③総代候補者氏名を店頭掲示し、
所定の手続きを経て、会員の代
表として総代を委嘱する。

決算に関する事項、理事・監事
の選任等重要事項の決定

①総代会の決議により、会員の中
から選考委員を選任する。

②選考委員会を開催のうえ、選考
基準に基づき、選考委員が総代
候補者を選考する。

会員の総意を
適正に反映するための制度

選考
委員

総代
候補者

※氏名の後の◯は就任回数を表しております。　　　　　　　　　　　　　　　（2022年6月末現在＜五十音順・敬称略＞）総代の氏名等

第 1 区 70名（札幌市中央区、札幌市西区、札幌市手稲区、小樽市、余市町、仁木町、古平町、積丹町、赤井川村、神恵内村、泊村）

③
⑤
③
③
④
③
③
③
⑥
②
②
③
③

上参郷　光祐
亀尾　　　毅
加森　　久丈
川上　　浩司
川端　　幹生
神田　　明子
久保　公一郎
藏重　　　満
小嶋　　研一
小仲　　秀俊
近藤　　哲也
佐々木　信一
佐々木　　誠

③
③
②
②
③
⑤
③
③
③
①
⑤
③
③

佐藤　　慶一
佐藤　　隆昌
佐藤　　友昭
佐藤　　　広
佐藤　　　豊
嶌村　　公宏
清水　　義信
新川　　浩史
末永　　　通
菅原　　義孝
杉江　俊太郎
杉本　　鐵也
關　　　光治

③
③
⑤
③
③
③
③
⑥
③
③
③
③
②

髙田　　秀文
高橋　　哲雄
武　　　賢樹
田澤　　泰明
塚本　　祥造
出村　知佳子
中ノ目　孝道
糠塚　　　治
野村　　和男
八田　　孝之
花井　　俊文
濱本　　　進
林　　　茂年

③
③
②
⑤
⑧
③
③
③
③
③
③
③
⑥

福士　　宗光
福島　　勝男
福津　　隆範
福山　恵太郎
干場　　輝明
本間　　浩喜
前田　　隆志
宮本　　義久
村岡　　　亘
村上　　幸三
村山　　秀哉
八島　　昭雄
安田　　敦司

③
⑥
③
⑥
②
⑤
③
③
③
③
③
⑤
③

山﨑　　雅廣
山本　　一博
山本　　秀明
山本　　　靖
米山　　幸宏

③
③
③
③
③

朝倉　　　誠
安積　　孝三
飴谷　　佳一
荒木　　博昭
石橋　　正清
井上　　　晃
浦野　　秀敏
笈川　　長生
大塲　　武信
柿崎　　幸司
加藤　　欽也
加藤　　孝行
上遠野　久夫

第 2 区 45名（札幌市北区、札幌市東区、札幌市白石区、石狩市、岩見沢市、当別町、月形町、栗山町、新篠津村）

青野　　重史
阿部　　　司
井関　　文也
一條　　和紀
犬嶋　　清幸
岩田　　圭剛
岩谷　　隆司
上原　　伸博

⑧
③
①
②
③
⑥
③
⑧

上村　　哲朗
氏家　　　潤
梅内　　　豊
小野木　俊司
笠島　　　守
川原田　義行
工藤　　孝史
倉内　　広昭

③
⑤
①
⑤
③
③
①
③

後藤　　勝博
酒井　　一誠
坂田　　暁洋
佐々木　康広
澤田　　尚樹
澁谷　　誠一
新森　　道博
鈴木　　成一

③
①
①
②
②
①
②
③

①
②
⑧
⑤
③
②
⑤
⑥

中静　　　進
沼田　　一幸
長谷川　靖典
林　　信一郎
平塚　　勝也
福居　　力哉
藤井　　公人
三浦　　雅弘

⑧
①
①
⑥
②
①
③
⑤

南　　　康久
村上　　　寛
山川　　　武
横山　　英世
脇坂　　　肇

④
①
⑨
③
①

清野　　淳也
泉亭　　英德
竹田　　　勇
竹田　　邦治
辻　　　直則
辻野　　　浩
鶴巻　　孝明
中澤　　利夫

個人情報保護法に基づき、上記情報（氏名）は当金庫総代に係る目的以外に使用いたしません。

第 4 区 33名（札幌市南区、札幌市豊平区、京極町、倶知安町、共和町、岩内町、蘭越町、寿都町、黒松内町、せたな町、今金町、
　　　　　　　長万部町、八雲町、島牧村）
赤塚　　亮介
秋田　　雅幸
石田　　壮一
井上　　善博
岩本　　博臣
内山　　高茂

⑥
⑥
③
⑤
②
③

内山　　岳彦
大和田　　稔
陰元　　潤一
柏谷　　成幸
加藤　　直己
菊地　　　亮

①
③
⑥
③
③
①

北山　　康二
髙後　　圭児
小間　　憲二
小村　　一隆
佐竹　　英敏
佐藤　　義久

⑥
②
③
②
③
③

志比川　　武
関　　　崇博
平　　　昌夫
谷口　　正博
玉井　　淑廣
　　　庄一郎

①
①
③
⑨
③
①

角田　　義弘
中野　　　芳
南波　　恭平
橋本　　收司
古川　　善浩
本田　　　哲

③
②
①
②
②
③

山田　健一郎
吉田　　恵子
吉本　　貴昭

③
⑤
③

第 3 区 30名（札幌市厚別区、札幌市清田区、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、苫小牧市、伊達市、夕張市、南幌町、由仁町、
　　　　　　　長沼町、喜茂別町、洞爺湖町、ニセコ町、豊浦町、留寿都村、真狩村）

②
①
①
⑧
①

陰能　　裕一
大久保　一弘
大谷　　惠一
菊地　　利憲
北澤　　基弘

①
③
⑥
③
②

茎津　　俊爾
今野　　裕次
齊藤　　暢之
鈴木　　　修
瀧澤　　嘉浩

②
⑧
③
⑧
③

龍田　　昌樹
玉川　　裕一
土谷　　秀樹
長岡　　英二
西原　　　隆

②
①
④
①
③

牧野　　雅之
松浦　　　敏
三浦　　孝一
宮崎　　孝志
村本　　隆二

③
⑧
①
⑧
⑤

森　　　範幸
山田　　耕作
山田　　　茂
山田　　　誠
山保　　義明

①
⑤
⑤
②
⑧

安孫子　俊之
石川　　一行
井瀬　　　準
伊藤　　　勲
岩田　　隆則

2022/06/14④ 2022/06/14④



会員の皆さまの意見を適正に反映するための開かれた制度です。

（1）

（2）

（3）

信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、会員一人ひとりの意見を最大の価値とする協同組織
金融機関です。したがって、会員は出資口数に関係なく、一人一票の議決権を持ち、総会を通じて信用金庫の経営に参加す
ることになります。当金庫では、会員の総意を適正に反映し、充実した審議を確保するため、総会に代えて総代会制度を採
用しております。
総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事項を決議する最高意思決定機関です。したがって、総代
会は、総会と同様に、会員一人ひとりの意見が当金庫の経営に反映されるよう、会員の中から適正な手続きにより選任され
た総代によって運営されます。
当金庫では、総代会に限定することなく、日常の事業活動を通じて、総代や会員とのコミュニケーションを大切にし、様々
な経営改善に取り組んでおります。

総代会について1

（1）
（2）
（3）

当金庫の会員である方。
当金庫の良き理解者である方。
総代として相応しい見識を有し、正しい判断ができる方。

（4）
（5）
（6）

人格者であり、当金庫の発展にご協力いただける方。
地域における信望が厚い方。
就任時点で75歳未満である方。

総代候補者の選考基準2

（1）

（2）

（3）

総代の任期・定数
・総代の任期は3年です。
・総代定数は、100人以上200人以下で、会員数に応じて
各選任区域ごとに定められております。なお、2022年3
月31日現在の総代数は178人で、会員数は81,187人
です。
総代の選任方法
総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に
反映する重要な役割を担っております。
総代の選考は、総代候補者選考基準に基づき、次の3つの
手続きを経て選任されます。
①総代会の決議により、会員の中から総代候補者選考委
員を選任します。

②選考委員会を開催のうえ、総代候補者選考委員が総代
候補者を選考します。

③その総代候補者を会員が信任します（異議があれば申
し立てる）。
総代の定年制
総代会の一層の機能向上と活性化、世代交代の促進など
を目的として、総代定年制を導入しております。
・総代の定年は満75歳到達日とします。ただし、任期中に
あっては直近に到来する任期満了日までといたします。
　

任期・定数・選任方法等3
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＜総代が選任されるまでの手続きについて＞

当該総代候補者が選任区域の
総代定数の1/2未満

ⓐ,ⓑいずれか選択

ⓐ,ⓑ,ⓓいずれか選択

ⓒ,ⓓいずれか選択

＜1＞
総代候補者
選考委員の
選任

＜2＞
総代候補者
の選考

＜3＞
総代の選任

（左記＜2＞以下の手続きを経て）

選考委員の氏名を店頭に掲示

地区を4区の選任区域に分け、
各選任区域ごとに総代の定数を定める

③総代候補者の氏名を1週間以上店頭に掲示

④上記掲示について北海道新聞に公告

①選考委員が総代候補者を選考

②理事長に報告

＜異議申出期間（公告後2週間以内）＞ 理事長は総代を委嘱 総代の氏名を店頭に1週間以上掲示

ⓐ他の候補者を選考

ⓒ他の候補者を選考 ⓓ欠員（選考を行わない）

選任区域の会員による投票

有効投票の過半数の賛成 有効投票の過半数の賛成なし

ⓑ当該総代を再度
候補者として選考

当該総代候補者が選任区域の
総代定数の1/2以上

・会員から異議がない場合
　　　　又は
・選任区域の会員数の1/3未満の会員から異
議の申出があった総代候補者

・選任区域の会員数の1/3以上の会員から異議の申出が
あった総代候補者

当該総代候補者が選任区
域の総代定数の1/2以上

当該総代候補者が選任区
域の総代定数の1/2未満

総代会の決議により、選任区域ごとに会員のうちから選考委員を委嘱

総代

ー 総代会 ー

ー 会　員 ー

③総代候補者氏名を店頭掲示し、
所定の手続きを経て、会員の代
表として総代を委嘱する。

決算に関する事項、理事・監事
の選任等重要事項の決定

①総代会の決議により、会員の中
から選考委員を選任する。

②選考委員会を開催のうえ、選考
基準に基づき、選考委員が総代
候補者を選考する。

会員の総意を
適正に反映するための制度

選考
委員

総代
候補者

※氏名の後の◯は就任回数を表しております。　　　　　　　　　　　　　　　（2022年6月末現在＜五十音順・敬称略＞）総代の氏名等

第 1 区 70名（札幌市中央区、札幌市西区、札幌市手稲区、小樽市、余市町、仁木町、古平町、積丹町、赤井川村、神恵内村、泊村）

③
⑤
③
③
④
③
③
③
⑥
②
②
③
③

上参郷　光祐
亀尾　　　毅
加森　　久丈
川上　　浩司
川端　　幹生
神田　　明子
久保　公一郎
藏重　　　満
小嶋　　研一
小仲　　秀俊
近藤　　哲也
佐々木　信一
佐々木　　誠

③
③
②
②
③
⑤
③
③
③
①
⑤
③
③

佐藤　　慶一
佐藤　　隆昌
佐藤　　友昭
佐藤　　　広
佐藤　　　豊
嶌村　　公宏
清水　　義信
新川　　浩史
末永　　　通
菅原　　義孝
杉江　俊太郎
杉本　　鐵也
關　　　光治

③
③
⑤
③
③
③
③
⑥
③
③
③
③
②

髙田　　秀文
高橋　　哲雄
武　　　賢樹
田澤　　泰明
塚本　　祥造
出村　知佳子
中ノ目　孝道
糠塚　　　治
野村　　和男
八田　　孝之
花井　　俊文
濱本　　　進
林　　　茂年

③
③
②
⑤
⑧
③
③
③
③
③
③
③
⑥

福士　　宗光
福島　　勝男
福津　　隆範
福山　恵太郎
干場　　輝明
本間　　浩喜
前田　　隆志
宮本　　義久
村岡　　　亘
村上　　幸三
村山　　秀哉
八島　　昭雄
安田　　敦司

③
⑥
③
⑥
②
⑤
③
③
③
③
③
⑤
③

山﨑　　雅廣
山本　　一博
山本　　秀明
山本　　　靖
米山　　幸宏

③
③
③
③
③

朝倉　　　誠
安積　　孝三
飴谷　　佳一
荒木　　博昭
石橋　　正清
井上　　　晃
浦野　　秀敏
笈川　　長生
大塲　　武信
柿崎　　幸司
加藤　　欽也
加藤　　孝行
上遠野　久夫

第 2 区 45名（札幌市北区、札幌市東区、札幌市白石区、石狩市、岩見沢市、当別町、月形町、栗山町、新篠津村）

青野　　重史
阿部　　　司
井関　　文也
一條　　和紀
犬嶋　　清幸
岩田　　圭剛
岩谷　　隆司
上原　　伸博

⑧
③
①
②
③
⑥
③
⑧

上村　　哲朗
氏家　　　潤
梅内　　　豊
小野木　俊司
笠島　　　守
川原田　義行
工藤　　孝史
倉内　　広昭

③
⑤
①
⑤
③
③
①
③

後藤　　勝博
酒井　　一誠
坂田　　暁洋
佐々木　康広
澤田　　尚樹
澁谷　　誠一
新森　　道博
鈴木　　成一

③
①
①
②
②
①
②
③

①
②
⑧
⑤
③
②
⑤
⑥

中静　　　進
沼田　　一幸
長谷川　靖典
林　　信一郎
平塚　　勝也
福居　　力哉
藤井　　公人
三浦　　雅弘

⑧
①
①
⑥
②
①
③
⑤

南　　　康久
村上　　　寛
山川　　　武
横山　　英世
脇坂　　　肇

④
①
⑨
③
①

清野　　淳也
泉亭　　英德
竹田　　　勇
竹田　　邦治
辻　　　直則
辻野　　　浩
鶴巻　　孝明
中澤　　利夫

個人情報保護法に基づき、上記情報（氏名）は当金庫総代に係る目的以外に使用いたしません。

第 4 区 33名（札幌市南区、札幌市豊平区、京極町、倶知安町、共和町、岩内町、蘭越町、寿都町、黒松内町、せたな町、今金町、
　　　　　　　長万部町、八雲町、島牧村）
赤塚　　亮介
秋田　　雅幸
石田　　壮一
井上　　善博
岩本　　博臣
内山　　高茂

⑥
⑥
③
⑤
②
③

内山　　岳彦
大和田　　稔
陰元　　潤一
柏谷　　成幸
加藤　　直己
菊地　　　亮

①
③
⑥
③
③
①

北山　　康二
髙後　　圭児
小間　　憲二
小村　　一隆
佐竹　　英敏
佐藤　　義久

⑥
②
③
②
③
③

志比川　　武
関　　　崇博
平　　　昌夫
谷口　　正博
玉井　　淑廣
　　　庄一郎

①
①
③
⑨
③
①

角田　　義弘
中野　　　芳
南波　　恭平
橋本　　收司
古川　　善浩
本田　　　哲

③
②
①
②
②
③

山田　健一郎
吉田　　恵子
吉本　　貴昭

③
⑤
③

第 3 区 30名（札幌市厚別区、札幌市清田区、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、苫小牧市、伊達市、夕張市、南幌町、由仁町、
　　　　　　　長沼町、喜茂別町、洞爺湖町、ニセコ町、豊浦町、留寿都村、真狩村）

②
①
①
⑧
①

陰能　　裕一
大久保　一弘
大谷　　惠一
菊地　　利憲
北澤　　基弘

①
③
⑥
③
②

茎津　　俊爾
今野　　裕次
齊藤　　暢之
鈴木　　　修
瀧澤　　嘉浩

②
⑧
③
⑧
③

龍田　　昌樹
玉川　　裕一
土谷　　秀樹
長岡　　英二
西原　　　隆

②
①
④
①
③

牧野　　雅之
松浦　　　敏
三浦　　孝一
宮崎　　孝志
村本　　隆二

③
⑧
①
⑧
⑤

森　　　範幸
山田　　耕作
山田　　　茂
山田　　　誠
山保　　義明

①
⑤
⑤
②
⑧

安孫子　俊之
石川　　一行
井瀬　　　準
伊藤　　　勲
岩田　　隆則

2022/06/14④ 2022/06/14④



2022/06/22⑦ 2022/06/20⑤

　2022年6月20日開催の第102回通常総代会において、次の事項が
付議され、決議事項は原案のとおり承認可決されました。

（ 1 ）報告事項
　第102期業務報告書、貸借対照表並びに損益計算書報告の件

（ 2 ）決議事項
第1号議案　第102期剰余金処分案承認の件
第2号議案　所在不明会員の除名の件　
第3号議案　理事選任の件
第4号議案　監事3名選任の件
第5号議案　理事に対する退職慰労金贈呈の件
第6号議案　監事に対する退職慰労金贈呈の件

第102回通常総代会の決議事項

総代の属性別構成比

法人役員

個人事業主

個人

合計

製造業
農業、林業
漁業
建設業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
金融業、保険業
情報通信業
不動産業
物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医療、福祉
その他のサービス
合計

2022年6月20日　京王プラザホテル札幌において

　2022年4月に会員の皆さまへご意見・ご要望について伺いましたところ、192名の会員の皆さまからご回答をいただきまし
た。厳しい経済環境の中で、アフターコロナを見据えた当金庫の「情報提供」や「経営相談・アドバイス」への評価とともに、今後も
継続した対応を期待するというご意見を多数いただきました。

○会員の皆さまからのご意見への対応状況等
「各種補助金や金融施策の案内等、コンサルティング機能の発揮を期待する」とのご意見をいただきました。当金庫は経営コ
ンサルティング機能の発揮を地域専門の金融機関としての重要な役割と位置づけており、引き続き同機能の充実に取り組んで
まいります。

※業種別は、法人役員、個人事業主に限ります。

会員の皆さまからのご意見等4

職業別構成比 業種別構成比
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トピックス・あゆみ総　　代　　会

トピックス～1年のあゆみ（2021年4月～2022年3月）

あ ゆ み

94.9％

4.5％

0.6％

100.0％

40歳以上50歳未満

50歳以上60歳未満

60歳以上70歳未満

70歳以上

合計

9.0％

20.2％

39.9％

30.9％

100.0％

15.8％
1.1％
0.6％
32.8％
1.7％
14.1％
0.6％
0.6％
13.5％
1.7％
4.5％
2.3％
1.7％
0.6％
2.8％
5.6％

100.0％

「札幌信用金庫九十年史」を発刊
経営革新等支援機関の認定を受ける
本店営業部を新大通ビルディングへ移転し、6月1日から本店ビル
の取壊しを開始
札幌駅北口支店が、環境省主催
「省エネ・照明デザインアワード2013」にて優秀事例を受賞
（金融機関としては全国初受賞）
スマートフォン専用サイトを開設
北海信用金庫、小樽信用金庫と「合併基本合意書」を締結　
新本店ビル地下2階ATMの稼働を開始
新本店ビルグランドオープンセレモニーを開催
新本店ビル落成記念祝賀会を開催
新本店ビル落成記念＆創立95周年記念旅行
「感動のステージ イタリア・スペイン 8日間」の実施
本店ビルが（一社）照明学会より「平成28年 照明普及賞」を受賞 
三金庫合併により「北海道信用金庫（略称：しんきん北海道）」
に改称
創立100周年記念スローガン・ロゴマークを制定
当金庫ホームページに「お取引先企業PRページ」を開設

7月
11月
5月

1月

10月
11月
2月
5月

9月

5月
1月

1月
3月

12月
10月
11月
12月
3月

9月
11月
11月
2月
10月

2月

7月
3月
8月
9月

3月
12月
3月
4月
3月
7月
1月

7月

8月
10月
4月

7月

1月

4月
3月
10月
12月

＜旧北海信用金庫のあゆみ＞

＜旧小樽信用金庫のあゆみ＞

有限責任余市信用組合として設立
「後志信用組合」に名称変更
信用金庫法の施行により「後志信用金庫」に改組
「北海信用金庫」に名称変更
長万部信用金庫と合併
岩内信用金庫と合併
道央信用金庫、夕張信用金庫と合併
古平信用金庫と合併

有限責任小樽市街地信用組合として設立
「有限責任小樽市信用組合」に名称変更
信用金庫法の施行により「小樽信用金庫」に改組
小樽商工信用組合事業譲受

3月
7月
10月
8月
9月
10月
10月
2月

2月
10月
10月
3月

有限責任山鼻信用組合として設立
「南札幌信用組合」に名称変更
「札幌信用組合」に名称変更
信用金庫法の施行により「札幌信用金庫」に改組
北海信用金庫（2018年1月に合併した北海信用金庫とは別です）と
合併
マークフラワー「ひまわり」制定
本店ビル新築
日本銀行歳入代理店業務開始
支店長立候補制度による最初の支店長誕生
創立60周年記念として（財）札幌信用金庫社会福祉基金（現（一財）
北海道信用金庫ひまわり財団）を設立
札信ビジネスサービス（株）（現 しんきん北海道ビジネスサービス
（株））事業開始
さっしん経営者大学（現 北海道信用金庫経営者大学）開校
札幌圏の中小企業景気動向調査を開始
「年金ぱーとなー制度」の制定
自己競落会社「札信総合管理（有）」（現 しんきん北海道総合管理
（有））を設立
郵貯ATM相互接続を開始
しんきんゼロネットサービススタート
スポーツ振興投票券（スポーツ振興くじ toto）の取扱開始
保険窓口販売業務の取扱開始（住宅ローン長期火災）
投資信託窓口販売業務の取扱開始
確定拠出年金「個人型年金」の取扱開始
石狩中央信用金庫と合併
新オンラインシステム（SBI21）稼働開始
旧定山渓出張所を「定山渓温泉観光案内所」としてリニューアル
オープン
「ご意見メールBOX」を全店に設置
支店長立候補制度により2名の女性支店長を発令
小樽商科大学で第1期提供講義「地域市場システム論～地域経済
の活性化と信用金庫」を開講
（株）さっしん地域経済金融センター（現（株）しんきん北海道金融
センター）を設立　
職員の退職年金制度を適格退職年金制度から確定給付企業年金制度
への移行
「（第１期）近未来経営塾」の開講
北海道財務局が地域密着型金融に関する当金庫の取組事例を顕彰
新マスコットキャラクターを制定
札幌信用金庫　創立90周年

1921年
1934年 
1935年
1951年
1956年

1964年
1966年
1969年
1976年
1981年

1988年

1989年
1997年
1998年

1999年
2000年
2001年

2002年

2003年

2005年

2007年

2008年

2009年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年
2016年

2017年
2018年

2021年

1926年
1949年
1951年
1964年
1991年
1997年
2001年
2005年

1922年

1951年
2002年

2021年

※なお、例年開催しております「経済講演会」等につきましては、新型コロナウイルス感染症
の拡大に伴い、開催を見送らせていただきました。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

1日

6日

6日

1日

7日

21日

13日

24日

14日

1日

11日

15日

18日

26日

31日

新3か年経営計画「地域を守り、ともに輝く未来へ」＜アワーズしんきんバンク
の実現～信頼・絆・繋ぐ力 地域№1金融機関を目指して～＞スタート

融資部内に経営支援室を設置し、特化営業部の経営支援業務を移管

事業再構築補助金の申請支援を開始

平岡支店と北野通支店の店舗内店舗を実施

環境問題への積極的な取組み
・  6月  1日 ～ 9月30日「クールビズ2021」を実施
・  7月16日　　　　　 ディスクロージャー誌「資料編」の電子化を実施 ・12月  1日 ～ 3月31日「ウォームビズ2021」を実施 
住宅ローン「すまいる」（全国保証、しんきん保証基金）における保証料分割
払い方式の導入

「創立100周年記念 住宅ローン『新すまいる応援隊』」の取扱開始

「札幌イノベーションファンド」に有限責任組合員として参加

「経営者のための個別法律相談会」を開催（2回開催）　

創立100周年記念 文化講演会を開催

余市事業本部・小樽事業本部を統合し、後志事業本部を設置

日本政策金融公庫の「新型コロナ対策資本性劣後ローン」を活用した協調
融資スキームを構築

金庫内でのWEB会議体制を整備

恵み野支店、美国出張所に昼休みを導入

「女性による女性のための創業スクール」を開講（全4回）

「第49回 円山動物園 幼児・児童動物画コンクール」に協賛

2022年

11月

12月

1月

3月

1日

3日

8日

2日

21日

25日

銀行間手数料廃止及び内国為替制度運営費創設に伴い振込手数料を一部
改定

「創立100周年記念 第18回北海道信用金庫 札響クラシック＆ポップス
Concert」を開催

白楊支店を預金・個人ローン特化型店舗に変更、同時に昼休みを導入

創立100周年記念日

「SCBふるさと応援団」に北海道の地方創生事業を推薦し、信金中央金庫から
北海道への1,000万円の寄付が決定

リバースモーゲージ型住宅ローン「リ・バース６０」の取扱開始
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